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演者 武原 正明 先⽣

全薬⼯業株式会社製品企画部 部⻑

演題1

「セルフメディケーションの本来の意味は︖〜医薬品の視点で〜
－⾏政、ビジネス、消費者視点における課題－」
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社　　歴

武原正明

2018 年 9 月 12 日

1987 年 3 月　城西大学薬学部・製薬学科卒業

1987 年 4 月　全薬工業㈱　医療用医薬品の開発部門配属

	 • 体外診断薬、がん治療薬、抗真菌薬等の開発

2014 年 4 月　全薬工業㈱　OTC開発部配属（次長職）

	 • 消費者プロダクツ（OTC医薬品、機能性食品、スキンケア商品）の開発

2016 年 4 月　全薬工業㈱　OTC開発部長

2018 年 4 月　全薬工業㈱　製品企画部配属（部長職）

	 • 消費者プロダクツ用の新規素材探索

～以上～
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演者 蒲原 聖可 先⽣

株式会社ＤＨＣ特別研究顧問
健康科学⼤学 教授

演題2

「健康寿命延伸のためのサプリメント・健康⾷品の臨床的意義
－セルフメディケーションにおける適正使⽤に向けた現状と課題－」
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略　　歴

蒲原聖可　かもはら・せいか

高知県生まれ。徳島大学医学部卒業、同大学院修了。医学博士。

米国ロックフェラー大学、東京医科大学を経て、現在、ＤＨＣ特別研究顧問。

健康科学大学客員教授、日本薬科大学客員教授、昭和大学兼任講師。

日本統合医療学会理事、国際個別化医療学会理事、日本健康促進・未病改善医学会理事。

主な著書に『ヘルシーエイジングに役立つサプリメント・健康食品』（医学と看護社）、『サ

プリメント事典　第 3版』（平凡社）、『必携サプリメント・健康食品ハンドブック』（新興

医学出版社）、『ＥＢＭサプリメント事典』『サプリメントと医薬品の相互作用診療マニュ

アル』（以上、医学出版社）、『ダイエットを医学する』『代替医療』（以上、中公新書）、『ヒ

トはなぜ肥満になるのか』（岩波書店）、『肥満遺伝子』（講談社ブルーバックス）などがある。

主な原著論文にNature.389,374-377,PNAS92,1077-1081 など。
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Seika Kamohara, M.D. Ph.D.
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Arch Intern Med. 2004 Nov 22;164(21):2335-42.

SU.VI.MAX study

(JAMA, 2012; DOI: 10.1001)
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©Seika Kamohara/DHC
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(Cochrane Database Syst Rev. 2012 Jun 13;6:CD007731)
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(Kamohara, S et al. 2014)

(N Engl J Med. 2016;375:2349-2358)
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演者 徳留 嘉寛 先⽣

城⻄⼤学薬学部薬科学科 教授

演題3

「化粧品と医薬部外品、医薬品の違いは︖また、それらを
有効に安全に使ってもらうために知っておくべきこととは︖」
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略　　歴

徳留嘉寛（とくどめ　よしひろ）

城西大学薬学部皮膚生理学研究室教授／城西大学大学院薬学研究科皮膚生理学講座教授

学歴

1995 年　静岡県立大学大学院薬学研究科博士前期課程修了（医薬生命科学教室、奥 直人

教授）

2001 年　城西大学研究生（臨床薬物動態学研究室、杉林堅次先生）

2004 年　博士（薬学）授与（静岡県立大学）

職歴

1995 年　ポーラ化成工業株式会社中央研究所

2005 年　武蔵野大学助手（薬学部薬学研究所製剤学研究室、大塚 誠先生）

2007 年　武蔵野大学助教（薬学部薬学研究所製剤学研究室、大塚 誠先生）

2008 年　城西大学准教授（薬学部皮膚生理学研究室）

2015 年　城西大学教授（薬学部皮膚生理学研究室）

現在に至る
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所属学会

日本香粧品学会（評議員、企画委員会副委員長、学会誌編集委員会委員）

日本研究皮膚科学会

日本美容皮膚科学会

化粧品技術者会

ヒアルロン酸機能性研究会（評議員）

日本薬学会

日本薬剤学会（評議員、経皮投与製剤ＦＧリーダー）

日本DDS学会

日本生化学会

スフィンゴテラピィ研究会 

日本食品・機械研究会（理事） 

Editorial Board Member 

Chemical and Biological Pharmaceutical Bulletin 

Journal of Japanese Cosmetic Science Society 

International Journal of Pharmaceutical Sciences Research 

Annals of Pharmacology & Pharmaceutics
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受賞など
・第 29 回日本薬剤学会 Postdoctoral Presentation Award（2004）

・International Federation of Society of Cosmetic Chemists, Conference Award (2011)

・5th J. Oleo Science Editors’ Award (2011)



− 35 −

消費者のためのセルフメディケーションに薬学者ができることは？ 

〜 化粧品と医薬部外品、医薬品の違いは？また、それらを有効に安全に使ってもらうため

に知っておくべきこととは？ 〜 

 

城⻄⼤学薬学部薬科学科⽪膚⽣理学研究室 教授 徳留嘉寛 

 

消費者の⽅々が、⽪膚のケアなどを⾏うことに対して⾃らの⼿で購⼊（セルフメディケー

ション）できるものは、医薬品と医薬部外品、化粧品が挙げられます。この全ては薬学を

学んだ⼈材が扱うことで消費者の安⼼と安全が守れるものだと思います。本講演では、医

薬品と医薬部外品、化粧品の相違、さらにそれを有効に安全に使うために薬学者が考える

べきことをお話したいと思います。 

医薬品と医薬部外品、化粧品の有効性の表記などは、医薬品、医療機器等の品質、有効性

及び安全性の確保等に関する法律（薬機法）によって規定されています。 

医薬品は第 2 条第 1 項に記載されている通り、⽇本薬局⽅収載の物、⼈⼜は動物の疾病

の診断、治療⼜は予防に使⽤されることが⽬的とされている物であって、機械器具等でな

いもの（医薬部外品及び再⽣医療等製品を除く。）、⼈⼜は動物の⾝体の構造⼜は機能に影

響を及ぼすことが⽬的とされている物であって、機械器具等でないもの（医薬部外品、化
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粧品及び再⽣医療等製品を除く。）とされています。医薬部外品は、第 2 条第 2 項に⽰さ

れているように、次に掲げる物であって⼈体に対する作⽤が緩和なものです（詳細は当⽇

説明します）。化粧品は、第 2 条第 3 項に⽰されている通り、⼈の⾝体を清潔にし、美化

し、魅⼒を増し、容貌を変え、⼜は⽪膚若しくは⽑髪を健やかに保つために、⾝体に塗

擦、散布その他これらに類似する⽅法で使⽤されることが⽬的とされている物で、⼈体に

対する作⽤が緩和なもので、これらの使⽤⽬的のほかに、第⼀項第⼆号⼜は第三号に規定

する⽤途に使⽤されることも併せて⽬的とされている物及び医薬部外品を除く、されてい

ます。このように薬機法で、これらの有効性についての明確な区別があることを、それら

を消費する⽅々の多くは知らずに使⽤していると思います。 

特に有効性の表記のある医薬品や医薬部外品については、⼈体の仕組みを学んだ⼈材が消

費者の安⼼や安全を守る必要があると思われます。薬学を修めた⼈材は、⼈体の仕組みと

科学の知識を併せ持っているので、セルフメディケーションを遂⾏する上では重要な⼈材

であることが容易に想定されます。講演の中では、具体例を挙げながら薬学者が消費者の

⽅々に対してできることとお願いを含めてお話したいと思っています。 
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第48回 メインテーマ「放射線と健康危害―医療者がもつべき知識―」
「放射線とその⼈体への影響について〜使⽤される薬物〜」
放射線医学総合研究所　緊急被ばく医療研究センター　被ばく医療部体内汚染治療室　⽯原　弘　
「⾷品中の放射性物質による健康影響について」
内閣府⾷品安全委員会事務局　評価課　林　亜紀⼦　

第49回 メインテーマ「⽣活習慣病の薬物治療Ⅳ－最近のがん治療－」
「癌化学療法と個別化治療」
城⻄⼤学薬学部　臨床薬効解析学研究室　沼崎　宗夫　
「がん患者のそばで、共に病気と向き合える薬剤師を⽬指して」
埼⽟医科⼤学総合医療センター薬剤部　佐野　元彦　

第50回 記念講演
「輝ける薬学・薬剤師の未来に向けて〜医療現場と薬系⼤学の⽴場から〜」
京都薬科⼤学　乾　賢⼀ 

第51回 メインテーマ⽣活習慣病の薬物治療－脂質異常症－
「肥満と健康⾷品」
城⻄⼤学薬学部　古旗 賢⼆　
「脂質異常症の薬物療法」
帝京⼤学医学部　寺本 ⺠⽣　

第52回 メインテーマ「在宅医療における薬剤師と管理栄養⼠との連携」
「在宅医療における多職種連携の意味　－薬物の⾷事・運動・排泄・睡眠への影響から－」
ウェルシア薬局株式会社　澤⽥ 康裕　
「在宅における管理栄養⼠業務」
霞ヶ関中央クリニック 前⽥ 薫 
「医療・介護に求められる管理栄養⼠　-訪問薬剤師の⽴場から-」
城⻄⼤学薬学部 ⼤嶋 繁 

第53回 メインテーマ「ロコモティヴ　シンドローム」
「コラーゲンペプチドと⾻・軟⾻︓エビデンスはあるのか︖」
城⻄⼤学薬学部　真野　博　
「ロコティブシンドロームと運動器のアンチエージング」
 医療法⼈財団順和会⼭王病院整形外科 　国際医療福祉⼤学　中村 洋 

第54回 メインテーマ「在宅医療の今後を語る-管理栄養⼠および薬剤師に対する期待」
「確実に分かる未来に備えて」
厚⽣労働省政策統括官付 社会保障担当参事官室 政策企画官 ⼭下 護
「在宅医療にかかわる薬局薬剤師の役割と今後の展望」
⼀般社団法⼈ 埼⽟県薬剤師会 常務理事 池⽥ ⾥江⼦
「在宅訪問栄養⾷事指導の実際」
医療法⼈社団福寿会 福岡クリニック在宅部栄養課 課⻑ 中村 育⼦

第55回 メインテーマ「糖尿病治療の新展開 ー新しい治療薬の評価と栄養教育－」
「糖尿病治療薬の特徴とエビデンス　〜新規治療薬の登場で何が変わったか〜」
城⻄⼤学薬学部⽣理学講座　加園 恵三
「⾎糖値を上げない⾷事のとり⽅　〜低Glycemic Index⾷の活⽤法〜」
 城⻄⼤学薬学部医薬品安全性学講座　⾦本 郁男
「糖尿病患者の実態と当院における糖尿病透析予防指導」
加藤内科クリニック　加藤 則⼦

第56回 メインテーマ「睡眠障害の治療を考える ー新しいアプローチ、新薬とサプリメントの活⽤－」
「⽇本から世界へ　〜新しい作⽤機序の睡眠薬スボレキサント開発から適正使⽤まで〜」
MSD株式会社グローバル研究開発本部 クリ⼆カルリサーチ領域 領域⻑　⽥中 宜之
「夜間頻尿に伴う不眠症治療〜薬剤師、管理栄養⼠に知ってほしい最近の話題から〜」
城⻄⼤学薬学部臨床病理学講座　太⽥ 昌⼀郎
「認知症のかんたん診断と治療」
池袋病院副院⻑　平川 亘

第57回 メインテーマ「肝炎・肝硬変の治療を考える–肝疾患に⽴ち向かうチーム医療の実践」
「肝移植とチーム医療」
名古屋⼤学附属病院　移植外科　 ⼤⻄ 康晴
「今さら聞けないチーム医療のABC」
⽇本⾚⼗字社 武蔵野⾚⼗字病院 薬剤部　松⽊ 美幸
「チーム医療における管理栄養⼠の役割」
⽇本⾚⼗字社 武蔵野⾚⼗字病院 栄養科　佐々⽊ 佳奈恵

薬学部⽣涯教育講座テーマ・演者⼀覧 (過去10回)
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